
瞑鼈マター■
囀 法がつくられた時、それがそんな:こ恐ろいι琺 律だと感じた人4ま殆ど

りなかつた。それが 毎年たつて牙をむきだした時:こまま誰もどうしようも出来なく

なつてもヽた垂 (鑢藤蠅―)

鰺轟爾一さん0こり言葉が安鐘熙院が今

“

糧2月 嗜醸嬢:こ艤行おようともてもヽ

る 輔 塞保護法韻とみごとまこ重なります。

議たち:ま以下8こ とを華民分皆さんと共:こ考え、費爾人に撻なつて頂くことを訴えます。

1、 秘密保護法:ま世界の澤流で基る情報公開の流れ:こ逆行し、書民の「矩る権矛」」を奪もヽま

す。案達の変義権鏡綺委員会も、「ジャーナびスト■人権溝華家の活動:こ萎継焼栗をもた

もしかねな憲ヽ」 (2参 14年 了月)と彗告しています。

2、 「館る権琴」」を奪うことまま、かつての治安維持法のようiこ戦争への準備であり、安彗内

甕が平童憲法を無視してすすめる集雲釣萎鋳権行使の容認や武器輸議とあわせて、日本

の若者を戦場 :こ送ること:こつなが呑ます。

3、 鈴鹿で:ま秘密保護法が塞会を選通した 6装を 二難ックの藝」ともじつて秘密保護法を重

ックする (尭ギをか:ナ廃止するI行議を毎馬、羹子嚢蔚で禽じ意二夫をして行つて:ヽます。

そのアクシ秦ン (行動)iまささやかですが、広がりと反書を呼んでιヽます。

4、 「広く短る権澤」を保障し」と第 1条で現言こしたi竃報公議条質をもつ私たち鉾鹿蒸民iま、

その誇誓と豊覚を持つて、憲法が定鈴る人権尊重、平鷲主義、轟民主権を鋒み:こ じる秘

密保護法の籍行:こ反対し、その実上を強く求勢ます。

2314年 ■周吉轟 秘密保護法 :こ反対する鈴鹿市民の会

曲本 あけ教

賛毒i｀ただける方:まここ:こお名前を書いて以下にお濯けくださもヽ3

お名前 (職業、所轟とか経歴とか)ex.会社員、OO簿会、元公務員sic.

遷先 :教森繁彗 FAI:059-3T4-089: 難:::犠gi19220icp― :野 .参 r.:番


